
競技団体登録 ・日本ソフトテニス連盟に登録をしていること。

チーム編成

・申請する地区中体連は、地域クラブ活動に所属している中学生の在籍数を基準にし、以下のとおり判断する。

　①所属中学生が在籍している学校の所在地の中で、最も在籍者が多い所在地の地区中体連に申請し、所属する。

　（例：Ａ地区に所属している中学生の在籍数５名、Ｂ地区に所属している中学生の在籍数３名　⇒　Ａ地区中体連に申請）

　②所属地区中体連決定後、所属中学生が在籍している学校の所在地が最も多い市町村の中体連に所属する。

　（例：Ａ地区Ｂ市Ｃ校に５名在籍、Ａ地区Ｄ町Ｅ校に３名在籍、Ａ地区Ｆ村Ｇ校に２名在籍　⇒　Ｂ市中体連に所属）

　③上記①②の条件に合わない（在籍学校がある地区や市町村が２つ以上かつどの地区も数が同数である）場合は、地域クラ

　　ブ活動が日常的に活動している地区の中体連に所属することとする。

出 場 制 限

・承認する地域クラブ活動については、本大会に出場するために設立されたものではなく、「地域」における継続的なスポー

　ツ活動を確保しようとする目的で設立されたクラブであることとし、「地域移行モデル地区や自治体主導で地域移行を進め

　るために発足した地域クラブ活動」や「地域移行の受け皿となっている地域クラブ活動」であることが望ましい。

　※複数校から一部の選手を集めた形を意味するものではない。

・地域クラブ活動からの出場は、申請した地区から大会に出場すること。なお、地区大会への出場の方法は各地区中体連の指

　示に従うこと。

指導者資格

・（公財）日本スポーツ協会公認スタートコーチ（ソフトテニス）以上の資格保有者が在籍していることとし、その資格保有

　者がベンチ入りすること。（申請中の者でも可）

※全国大会においては、（公財）日本スポーツ協会公認の「コーチ１」以上の保有者が在籍していること。

　（設立年度は申請中の者でも可）

そ の 他

・中体連の活動の趣旨や本大会の目的を踏まえ、勝利至上主義の活動・参加とならないように十分に留意すること。

・スポーツ庁のガイドライン、地域クラブ活動の登録所在地の自治体や教育委員会のガイドラインを遵守すること。

・中学校の部活動で監督、外部指導者（コーチ）を務めている者は、地域クラブ活動での参加は認めない。その逆も同様とす

　ること。

・北海道中学校ソフトテニス大会の開催要項に従い、運営等については中体連ソフトテニス専門委員会に一任すること。

・上記細則を満たさない場合、また虚偽の内容が判明した場合は、大会参加を認めない。
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